STARFIT 会員規則
第1章 総則
第1条（適用範囲）
1. 本会則は、「STARFIT」（以下「本クラブ」といいます。）の会員および本クラブの諸施設・サービス（以下「本サービス」といいます。）を利用する全ての方に適用されます。 　
2. 本クラブに入会した会員は、本会則および個人情報保護方針、本クラブが別途定める施設内諸規則・マナーガイドライン（以下総称して「本会則等」といいます。）を遵守しなければなりません。
第2条（目的）
本クラブは、会員が本クラブの施設を利用することにより、心身の健康維持・増進、体力向上、ボディメイクおよび会員相互の親睦を図ることを目的とします。 
第3条（管理運営）
本クラブの全ての施設および運営は、「パイン株式会社」（以下「会社」といいます。）が行います。会社は各施設内に管理運営にあたる事務所・受付窓口を設置します。 
第2章 会員制度および入会
第4条（会員制および区分）
1. 本クラブは会員制とします。 
2. 本クラブの会員区分は以下の通りとします。 
· (1) レギュラー会員: 本クラブのトレーニング施設および付属設備を利用できる会員。 
· (2) ボディメイク会員: 専用のマンツーマントレーニング指導を含むボディメイクプログラムを利用できる会員。 
· (3) デイ会員: 会社が指定する特定の時間帯に限り施設を利用できる会員。 
3. 会社は、必要に応じて会員区分を新設・改廃・変更することができます。 
第5条（入会資格および拒否事由）
本クラブに入会できる方は、以下の条件を全て満たす方に限ります。会社は、入会希望者が以下のいずれかに該当すると判断した場合、入会を拒否することができ、その理由を開示する義務を負いません。 
1. 本会則等に同意された方。 
2. 満16歳以上の方。ただし、満18歳未満（未成年者）の場合は、入会時に親権者の書面による同意が必要となります。 
3. 本クラブの施設利用に耐え得る健康状態であり、医師等から運動・入浴等を禁止されていない方。 
4. 伝染病その他他人に感染・伝染するおそれのある疾病に罹患していない方。 
5. 刺青・タトゥー（判別が困難なペインティングやシール等を含む）がない方。 
6. 過去および現在において、暴力団または反社会的勢力に属しておらず、それらと関係を有していない方。 
7. 同業者による調査目的など、トレーニング以外の目的でない方。
8. 過去に会社より除名処分または強制退会処分を受けていない方。 
9. 所属する学校、企業、または団体においてフィットネスクラブへの入会が禁止されていない方。 
10. その他、会社が会員として相応しくないと判断していない方。 
第6条（入会手続きおよび会員資格の取得）
1. 本クラブへの入会を希望する方は、申込手続きを行い、入会資格の確認を受けた上で、会社が定める入会金、事務手数料、および初月・翌月分の諸費用等を支払うものとします。
2. 会員資格は、手続きが完了し、会社が入会を認めた時点で取得されるものとします。 
3. 未成年者が入会申込みをする場合、親権者は自らの会員資格の有無に関わらず、本会則に基づく一切の義務および金銭支払責任を本人と連帯して負うものとします。 
第7条（会員証・認証手段）
1. 会社は会員に対し、会員証またはセキュリティ認証手段（QRコード等を含み、以下「会員証等」といいます）を発行・付与します。 
2. 会員が施設内に入館・利用する際は、必ず会員証等を提示または認証させるものとします。 
3. 会員証等は本人限り有効であり、第三者への譲渡・貸与・売買・名義変更・スクリーンショット等の共有による利用は一切できません。貸与等が判明した場合は強制退会の対象となります。 
第3章 会費・諸費用および契約条件
第8条（諸費用の支払い方法）
1. 会員は、会社が別途定める入会金、事務手数料、月額会費、および各種オプション料金等（以下総称して「諸費用」といいます）を支払うものとします。 
2. 諸費用の決済方法は、会社指定のクレジットカード決済等による自動振替とします。初回の新規契約のみ、初月・翌月分の月会費が決済され、3ヶ月目以降、翌月分の諸費用を前月20日に決済処理が行われます。 
3. 会員は、実際の施設利用の有無にかかわらず、在籍している期間中の諸費用を支払う義務を負います。 
4. 納入済みの諸費用は、会社の責めに帰すべき事由がある場合を除き、返還いたしません。 
第9条（最低在籍期間および中途解約の取扱い）
1. 本クラブの各会員プランおよび入会キャンペーンには、会社が別途指定する最低在籍期間（例：レギュラー会員における6ヶ月間や1年間の継続契約、ボディメイク会員における2ヶ月間等）が設定される場合があります。 
2. 会員は、契約時に合意した最低在籍期間中、自己都合による中途退会を行うことはできません。最低在籍期間が満了する前に退会を希望する場合であっても、会員は最低在籍期間満了月までの残期間に応じた月額諸費用全額を支払う義務を負うものとします。 
第10条（未納・支払遅延に対する処置）
1. クレジットカード決済不能等により諸費用の未納が確認された場合、会社は確認された時点で会員の施設利用を直ちに停止します（未納分の入金確認後に再開）。 
2. 諸費用の未納が2か月（2回）に達した場合、強制退会とします。 
3. 支払処理が行われなかった場合、会社は未払い金に対し年14.6%の遅延損害金を請求できるほか、所定の再請求手数料・振込手数料を申し受けます。 
4. 退会後であっても未納金のお支払いが確認できない場合は、遅延損害金を含めて管轄警察署への被害届提出、および法的手続き等の厳正な対処を行います。 
第4章 変更・休会・退会手続き
第11条（届出事項の変更）
会員は、氏名、住所、電話番号、電子メールアドレス、クレジットカード情報等に変更が生じた場合、遅滞なく所定の方法（専用WEBサイトまたは書面）にて変更手続きを行わなければなりません。会社からの通知は、届出のあった最新の連絡先へ送信したことをもって効力を有するものとします。 
第12条（退会手続き）
1. 会員が自己都合により本クラブを退会する場合は、退会希望月の3日までにご本人様が直接フロントにご来店の上、所定の書面にて手続きを行わなければなりません。この場合、該当月の末日をもって退会となります。 
2. 各月の4日以降に退会手続きが行われた場合は、翌月末日での退会扱いとなります。 
· (例：7月3日手続き→7月末退会 ／ 7月4日手続き→8月末退会)
3. 退会手続き時に未納会費等がある場合は、その場で未納分を完納しなければ手続きを完了できません。 
4. 書面による退会手続きが完了しない限り在籍継続となり、実際の利用がない場合でも会費等が発生し続けます。 
第13条（休会手続き）
1. 会員が自己都合により本クラブを休会する場合は、休会開始希望月の前月3日までに、ご本人様が直接フロントにご来店の上、所定の書面にて手続きを行わなければなりません（電話・FAX・郵送・メール・代理人による申請は不可）。 
· (例：8月1日から休会希望の場合、7月3日までに手続きが必要)
2. 休会期間中、休会費として月額1,000円（税別）が発生します。 
3. 休会申請時に指定した復帰月より自動復帰となり、通常の月額利用料の自動引き落としが再開されます。休会期間中、会員証等のシステム利用は停止されます。 
4. 【キャンペーン期間中の休会特例】 無料期間や割引が適用されたキャンペーン期間中に休会した場合でも、最低在籍期間や契約義務期間の満了時期が休会によって順延・延長されることはありません。契約上の課金発生期間中の休会においては、休会中であっても規定の月額利用料が発生し、復帰後に実際の利用可能月へ充当・振替を行う等の処理を行います。 
第5章 オプションサービスおよび特別な会員規定
第14条（契約ロッカー・水素水・コラーゲンマシン等のオプション）
1. 契約ロッカー、水素水飲み放題、コラーゲンマシン等の各種オプション契約は月額制とし、申出がない限り自動更新となります。 
2. 各オプションの解約を希望する場合は、解約希望月の前月3日までにフロントにて書面での申出が必要です。 
3. 各オプションに関する留意事項は以下の通りです。 
· (1) 契約ロッカー: 月額1,000円（税別）。 
· (2) 水素水サービス: 月額1,500円（税別）。専用ボトルの紛失・破損時は500円（税別）で購入いただけます。 
· (3) コラーゲンマシン利用サービス: 月額5,000円（税別）。
第15条（ボディメイク会員の特記事項）
1. ボディメイク会員および、パーソナルトレーニングのトレーニング予約について、当日の変更およびキャンセルは受け付けられません。当日キャンセルの場合は1回分を消化したものとみなします。予定変更を希望する場合は、前日21時までに連絡をする必要があります。 
2. 月ごとの規定トレーニング回数の未消化分（残数）は、翌月へ繰り越すことはできません。 
3. 本クラブの許可なく、当クラブのトレーナーから直接（個人的な契約等により）トレーニング指導を受ける行為は固く禁止します。 
第6章 施設利用・服装規定・禁止事項
第16条（遵守事項および服装規定）
会員は、施設利用にあたり本会則等を遵守し、スタッフの指示に従わなければなりません。また、安全および清潔な環境維持のため、以下の服装規定を厳守してください。 
1. トレーニングに相応しくない衣服、履物、装飾品の着用禁止。 
· ジーンズ、リベット（鋲）が付いた衣服 
· 上半身または下半身裸、裸足、下着のみ等の格好 
· サンダル、草履、長靴、ハイヒール、滑りやすい履物 
· 施設や器具を傷つける恐れのある装飾品・金属物 
第17条（禁止事項）
会員は、館内および敷地内（駐車場・駐輪場含む）において、以下の行為をしてはなりません。 
1. 他の会員やスタッフに対する暴言、誹謗中傷、殴打、押圧、拘束等の暴力・威嚇行為。 
2. 大声・奇声を発する行為、器具を叩きつける・放り投げる等の危険・迷惑行為。 
3. 他の会員やスタッフの待ち伏せ、後追い、付きまとし、過度な話しかけ等の迷惑行為。 
4. 痴漢、のぞき、露出、唾を吐く、施設を汚損する行為。 
5. 刺青・タトゥー（判別が困難なペインティングやシール等を含む）を露出させる行為、および刺青・タトゥーのある方の入館・利用。 
6. 危険物（刃物、火器、薬品等）の持ち込み。 
7. 酒気を帯びての入館、施設内での飲酒・喫煙。 
8. 本クラブ内での物品販売、営業行為、金銭の貸借、勧誘活動、政治・宗教活動、無許可の署名・アンケート活動。 
9. 本クラブの許可なく、他の会員に対しパーソナルトレーニングを実施する、またはそのように評価される行為。 
10. クラブの施設・器具・備品の損壊、無断持ち出し。 
11. 会員資格を持たない第三者を無断で同伴・入館させる行為。 
12. シャワールームでの毛染め行為。 
13. 施設スタッフに対する、他社への就職あっせんや引き抜き行為。 
14. 小学生以下のお子様の同伴。 
15. 高額な金銭、貴金属その他貴重品を館内へ持ち込む行為。 
16. SNS等のインターネット上において、会社、本クラブまたはスタッフの名誉・信用を傷つける悪質な投稿を行う行為。
17. その他、法令・公序良俗に反する行為、および会社が施設運営上不適切と判断した行為。 
第18条（利用制限および退場）
会社は、会員が以下の各号のいずれかに該当する場合、施設利用の一部・全部の制限、または館内からの即時退場を命じることができます。 
1. 本会則等の遵守事項および禁止事項に違反したとき。 
2. 飲酒、薬物使用、または体調不良等により安全な利用が困難と判断されたとき。 
3. 医師等から運動を禁止されているとき。 
4. 一時的な筋肉の痙攣や意識障害を招く疾患を有しているとき。 
5. 著しく不潔な身体・服装により、他者に不快感を与えると判断されたとき。 
6. 正当な理由なく会員証等を携帯・提示せずに入館したとき。 
7. 会費等の未納が発生しているとき。 
第7章 損害賠償・免責・除名（強制退会）
第19条（損害賠償責任）
1. 会員が諸施設の利用中、自己の責に帰すべき理由により会社または第三者に損害を与えた場合、その会員が一切の損害賠償責任を負うものとします。 
2. 会員が同伴したビジター等の行為についても、招いた会員が連帯して賠償責任を負うものとします。 
第20条（免責事項）
1. 会員が諸施設利用中に被った事故、怪我、盗難、紛失等の損害について、会社に故意または重過失がない限り、会社は一切の責任を負いません。 
2. 金銭・貴金属・貴重品等の盗難・紛失については、会員各自の自己責任とし、会社は一切の責任を負いません。 
3. 会員同士の間に生じたトラブルや係争について、会社は一切関与いたしません。 
第21条（除名・強制退会）
会社は、会員が以下のいずれかに該当したとき、その会員を除名（強制退会）処分とすることができます。 
1. 第5条に定める入会資格を欠いていたことが判明したとき、または虚偽の自己申告を行ったとき。 
2. 本会則および施設内諸規則に重大な違反があったとき。 
3. 会費等の不払いが2か月（2回）発生したとき。 
4. 本クラブの秩序を著しく乱し、または本クラブの名誉・信用・品位を傷つけたとき。 
5. その他、会員として相応しくないと会社が認めたとき。 
除名・強制退会処分を受けた会員は、即座に全店舗の利用資格を喪失し、既納の会費等は返還されません。なお、最低在籍期間中に強制退会となった場合は、第9条第2項の規定に従い、未満了期間分の月額諸費用全額を違約金として支払う義務を負います。 
第8章 営業日・施設閉鎖および会則改訂
第22条（休業・施設の閉鎖）
1. 会社は、以下の事由により、諸施設の全部または一部の利用制限、休業、または閉鎖を行うことができます。 
· (1) 台風・地震等、気象災害その他外因的事由により危険が生じると判断したとき。 
· (2) 施設の増改築、修繕、設備の点検を実施するとき。 
· (3) 定期休業による場合。 
· (4) 法令の制定改廃、行政指導、社会情勢の変容、事業撤退等やむを得ない事由が発生したとき。 
2. 計画的な閉鎖等を行う場合、原則として1ヶ月前までに告知します。ただし天災地変等の緊急時はこの限りではありません。 
3. 前項の場合、会社が別段の定めをした場合を除き、会員の諸費用支払義務は免除・減額されず、会社は特別な補償を行いません。 
第23条（本会則の改訂および告知方法）
1. 会社は、必要と認めた場合、本会則および細則の改訂を行うことができます。 
2. 改訂された会則等の効力は全会員に及ぶものとします。 
3. 会員への告知・通知は、会社公式ホームページへの掲載および届出メールアドレスへの送信、店舗内掲示等をもって行い、掲載・送信された時点で効力を発するものとします。 
パイン株式会社 STARFIT川口駅前店
